
◎
高
山
村
民
憲
章

　
四
方
を
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
大
地
に
育
ま
れ
た
私

た
ち
高
山
村
民
は
、
永
遠
の
平
和
と
心
豊
か
な
生
活
を
願
い
、
の
び

ゆ
く
村
民
の
自
覚
に
基
づ
き
、
こ
こ
に
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
身
体
を
き
た
え
、
働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

　
　
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
、
教
養
を
高
め
、

　
　
文
化
の
香
り
高
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
老
人
を
敬
い
、
青
少
年
の
夢
を
育
て

　
　
互
い
に
助
け
合
い
、
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
花
と
緑
を
育
て
、
公
徳
心
を
養
い
、

　
　
美
し
い
環
境
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
き
ま
り
を
守
り
、
笑
顔
で
話
し
合
え
る
、

　
　
あ
た
た
か
い
家
庭
と
平
和
な
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
沿
革

　

本
村
の
黎
明
期
は
、
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
は
、
交
通
の

要
所
と
し
て
各
所
に
城
が
設
け
ら
れ
、
城
跡
、

合
戦
跡
が
今
に
残
り
ま
す
。
近
世
に
な
る
と
、

越
後
と
江
戸
を
結
ぶ
三
国
街
道
の
宿
場
と
し

て
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
宿

場
跡
な
ど
か
ら
、
当
時
の
繁
栄
を
し
の
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
繁
栄
は
街
道
が
廃
止
さ
れ
る
明

治
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
基
幹

産
業
を
農
業
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
明
治
22

年
、
中
山
村
と
尻
高
村
が
合
併
し
て
高
山
村
に

な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

■地勢
　本村は群馬県の北西部に位置し、東西11.34km、南北
10.63km、総面積は64.16k㎡です。東は沼田市、南は渋川
市、西は中之条町、北はみなかみ町に、おのおの接していま
す。また、南北に1,000m級の山々が連なり、村の中央を西の
方へ名久田川が流れています。村内は、地形が異なる二つの地
区、盆地状の中山地区と、傾斜地で中之条盆地の一部である尻
高地区に分かれています。そのため耕作地も標高420mから
700mまでと幅広く分布しています。

 特集 人形浄瑠璃「尻高人形」
小学校伝統芸能教室

道の駅「中山盆地」
高山村の農産物・物産が満載
高山村の観光情報を紹介
高山温泉ふれあいプラザ

写真で観る美しい自然 
原風景をゆく「歴史の足跡」
史跡・文化財・祭り・伝統行事

高山村マップ
行政情報
自然と共に暮らす－生活環境の充実
農林業を基幹に観光で活性化
住民の実情に合わせた重点施策
村の個性を生かした「高山村一貫教育」

村
政
要
覧
・
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
高
山
村
で
は
、
成
人
式

を
毎
年
お
盆
の
ふ
る
さ
と

祭
り
に
あ
わ
せ
8
月
15
日

に
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
各
地
か
ら
故
郷
に
戻

り
１
０
０
％
近
く
出
席
さ

れ
ま
す
。
「
田
舎
」
と
は
幼
少
年
期
の
懐
か

し
い
思
い
出
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
「
ふ
る

さ
と
・
原
点
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
都
会

育
ち
の
人
に
は
味
わ
え
な
い
温
も
り
を
感
じ

ま
す
。
都
会
に
お
住
い
の
皆
様
田
舎
暮
ら
し

で
、
ふ
る
さ
と
を
作
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
高
山
村
は
四
方
1
1
0
0
m
ほ
ど
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
盆
地
の
村
で
す
。
そ
こ

に
広
が
る
田
園
風
景
は
「
ふ
る
さ
と
」
そ
の

も
の
で
す
。

　
四
季
の
う
ち
で
最
も
す
ば
ら
し
い
春
の
原

風
景
は
訪
れ
る
皆
様
を
き
っ
と
オ
ゾ
ン
と
共

に
癒
し
の
自
然
へ
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た

夏
に
於
い
て
も
樹
木
間
を
縫
っ
て
伝
わ
る
風

は
実
に
爽
快
で
す
。
初
秋
か
ら
は
渡
り
蝶
の

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
休
息
地
と
し
て
飛
び
交
い

ま
す
。
自
然
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
観
望

も
で
き
る
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
を
は
じ
め
、

県
立
北
毛
青
少
年
自
然
の
家
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
か
ら
移
築
し
た
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
城
、
道

村
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移
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し
た
ロ
ッ
ク
ハ
ー
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城
、
道

の
駅
中
山
盆
地
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
ま

た
4
つ
の
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
、
緑
の
村
キ
ャ

ン
プ
場
、
た
か
や
ま
高
原
牧
場
な
ど
多
く
の

お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
教
育
を
は
じ
め
産

業
、
文
化
、
福
祉
の
振
興
等
を
図
る
と
共
に

大
き
な
課
題
で
あ
る
少
子
、
高
齢
化
、
人
口

減
少
問
題
等
に
村
民
皆
様
と
共
に
取
組
み
、

笑
顔
で
輝
く
明
る
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
27
年
３
月

　
　
　
　
　
　
　
高
山
村
長　

後
藤
幸
三
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■村章
たかやまのたの字を図案化し
たもので、村の円満を象徴し、
上部の山は飛躍し発展する高
山村を表したものです。
昭和46年2月10日制定
村民公募入選作


